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１．はじめに
洋装が当たり前となった現代ではイメージしにくい
が、大正末から昭和はじめ、国や県による生活改善普
及事業の一つに洋装化が推し進められた時代があっ
た１）。
洋装が実生活にまだ浸透していなかった農村に、
「文化的な生活」を目指すために、どこの家にもある
「手ぬぐい」に注目し、子供服の作り方を紹介してい
る貴重な資料が残されている。当時、農村を中心とし
て庶民の生活に広く浸透していた雑誌に『家の光（産
業組合中央会、現：社団法人家の光協会）』がある。
『家の光』１９２６年（大正１５年）６月号には洋裁記事と
してはじめて「手拭二本で出来る子供服」が掲載され
た２）。ワンピースドレスとブルマー（図１）等が紹介
されており、手ぬぐいが洋服にリサイクルされたごく
初期の例といえる。伝統的な「手ぬぐい」が実は、日
本における「文化的な生活」を実践するために大いに
役立ったことが理解できる。手ぬぐいは今でこそあま
り目にしないが、昭和４０年代くらいまでは極めて実用
的なものであった。
現在の手ぬぐいを紹介する本には、物の包み方や、
帽子やスカーフなどの代用品としての用例が紹介され
る場合が多い。バッグなどの材料として一部紹介され
ているものもある３）が、当時と同じようなリサイクル
としての本格的な利用方法はあまり考えられてはいな
い。
本稿では、PET ボトル飲料の「おまけ」の「てぬ
ぐい（図２）（「てぬぐい」という名称が付けられてい
る。以下、この「おまけ」商品を指す場合は「てぬぐ
い」と記し、手ぬぐい一般を論ずる場合と区別する）」
を例に、リサイクルへの利用法を検討することを通
じ、布のリサイクル法のいくつかを提案、実践する。
衣料ゴミ問題等を考えるきっかけともしたい。
図１ 手ぬぐい２本で作られた子供服と型紙
（高橋１９２６より）
図２ 「おまけ」の「てぬぐい」
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２．アンケート調査
本稿で PET ボトル飲料「おまけ」の「てぬぐい」
をリサイクルするに際し、現代の若者の「おまけ」の
認識についてアンケート調査を行なった。アンケート
は、杉野服飾大学服飾学科で開講している「ドレス構
成論・実習Ⅰ、Ⅲ」を履修している大学１・２年生、
５８２名を対象に行った（資料１）。そのうち、男子学生
は１７１名（２９％、小数点以下は四捨五入、以下同様）、
女子学生は４１１名（７１％）であり、女子学生が２／３
以上を占める。アンケートの回答期間は、２００７年７月
９日～１３日である。
２－１．PETボトル飲料の「おまけ」について
１日の PET ボトル飲料購入本数に関する質問の結
果、５００ml PET ボトル飲料を１本購入している学生
は６０％、２本購入する学生は１０％いることが分かっ
た。全く購入しないという学生は１２％であった（図
３）。
「おまけ」が付いていると購入したくなるかという
質問では、「すごく思う」「思う」と回答した学生は
３１％、「全く思わない」「思わない」と回答した学生は
１７％となった。しかし、「少し思う」「あまり思わな
い」というどちらかにも決めがたい学生は５２％と半数
以上を占めた（図４）。このデータからは、「おまけ」
が PET ボトル飲料選択の決め手になるという明瞭な
結果は得られなかった。アンケートの余白に「おまけ
によって違う」と回答した学生も複数いた。
「おまけ」の利用状況に関する質問では、「よく利
用している」「利用している」と回答した学生は１５％、
「全く利用しない」「利用しない」と回答した学生は
２８％と利用しない学生の方が多かった。「やや利用し
ている」「あまり利用していない」というどちらかに
も決めがたい学生は５６％と半数以上を占めた（図５）。
「おまけ」は不必要（無駄）ではないかという質問
では、「すごく思う」「思う」と回答した学生は１８％、
「全く思わない」「思わない」と回答した学生は２３％、
「少し思う」「あまり思わない」と回答した学生は５８％
という結果になった（図６）。
アンケート調査の結果、一番注目したいのは「おま
け」が欲しいと思い、また「おまけ」は無駄でないと
思う学生の割合に対し、「おまけ」を利用している学
生の割合が半数以上に減っていることである。つま
り、「おまけ」は一時的な利用しかされない例が多い
ことが分かった。
図３ １日に何本位のPETボトル飲料を購入しますか？
図４ 「おまけ」がついていると買いたくなりますか？
図５「おまけ」は利用していますか？
図６ 「おまけ」は不必要（無駄）だと思いますか？
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図９ 枕用ビーズ
図７ 「てぬぐい」で手をぬぐう
図８ 「てぬぐい」をタンス等の引き出しの下に敷く
図１０ パソコン用アームクッション
２－２．「おまけ」の「てぬぐい」について
２００７年４月、サントリーフーズ株式会社から販売さ
れている「京都 福寿園 伊右衛門」の「おまけ」に
「てぬぐい（図２）」が付いてきた（「伊右衛門」に「て
ぬぐい」の「おまけ」が付くことはこれ以前にも２回
あった。詳細は後述）。
そこで、PET ボトル飲料のアンケートでは「伊右
衛門」の「おまけ」に「てぬぐい」が付いてきたこと
をどれくらいの学生が知っていたのかアンケート調査
を行なった。その結果、知っていると回答した学生は
４５％、知らないと回答した学生は５５％だった。知って
いると回答した学生のうち、「てぬぐい」付き「伊右
衛門」を購入した学生は４０％いたという結果がでた。
「てぬぐい」の利用については、「利用している」と
回答した学生は３１％、「利用していない」と回答した
学生は６９％という結果がでた。
「利用している」と回答した学生の利用方法のほと
んどが、手をぬぐうことに利用している（図７）。そ
の他の少数派の意見には、夏に PET ボトル飲料をカ
バンにそのまま入れると水滴でカバンの中が濡れてし
まうので PET ボトル飲料を包む、お弁当箱を包む、
電化製品のホコリよけにカバーとして使う、タンス等
の引き出しの下に敷く（図８）等が挙げられた。その
他、「てぬぐい」をそのままの形状ではなく手を加え、
ゆかた用のバッグやパソコン用アームクッションを作
り、使用している学生がいた。そのアイデアを参考に
パソコン用アームクッションを制作した。「てぬぐい」
を筒状になるようにミシンをかけ、枕用ビーズ（図９）
を入れ、左右を縛って完成させた（図１０）。
「利用していない」と回答した学生は、自分はいら
ないので欲しい人にあげた、捨てるのはもったいない
ので持っている、いつか使用すると思い持っている
等、回答する学生もいたが、中には「てぬぐい」をど
こに置いたか分からない学生や不要なので捨てたとい
う学生もいた。
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３．手ぬぐい
「手ぬぐい」とは、小学館『日本国語大辞典 第二
版』によると、「手や顔、体などをふきぬぐうための
木綿の布。一幅（ひとの）の布を鯨尺で三尺（約１１４
センチメートル）の長さに切ったもの。古くは長さが
一定しないで、五尺（約１８９センチメートル）なども
あ る。て の ぐ い。て の ご い。た な ご い。た の ご
い４）。」。田中千代『新・田中千代服飾事典』によると、
「洗面、手水（ちょうず）、入浴時などに手や顔、か
らだをぬぐう布。英語ではタウェリング（toweling）
という。現在は一幅の綿布を９０センチくらいの長さに
切ったものが一般的であるが、古くは晒（さらし）麻
布で、９、８、６、５、４、３尺（１尺約３８センチ）
の各種があり、かぶり物をはじめそれぞれの用途に
よって使い分けた。〈中略〉本来の用途のほかにかぶ
り物、帯、衿、目じるし、その他に利用された。とく
に〈手拭かぶり〉といい、もっとも手近な材料を用い
たかぶり物として江戸時代広く知られた５）」とある。
「手ぬぐい」という言葉は、大澤美樹子『手拭いづ
くし』によると、古語「太乃己比（タノコヒ）」。「た」
→「手」、「のごひ」→「拭う」を意味するという６）。
『古事類苑』によると「太乃己比」という言葉は、『新
撰字鏡 戈（漢和辞書。昌泰（８９８～９０１）年中成立）』
にはじめて掲載されており、「巾也、太乃己比」とあ
る。巾とは、きれ。きれじ。手拭、ハンカチの類。か
ぶりもの。を意味する。さらに、『倭名類聚抄 十四
澡浴具（日本最初の分類体の漢和辞書。承平（９３１～
９３８）年中成立）』には、「手巾。分かち書きに和名太
乃己比」とある。『類聚名義抄 六巾（漢和辞書。平安
末期年中成立）』には、「手巾（タノコヒ）」と記され
ている。『伊呂波字類抄 太雑物（辞書。鎌倉初期年中
成立）』には、手巾（タナコヒ）。『下學集 下絹布（国
語辞書。室町時代年中成立）』には、「手巾（テノゴ
ヒ）」。『運歩色葉集 多（通俗辞書。室町時代年中成
立。）』には、「手拭（タナコヒ）」。『易林本節用集 天
食服（国語辞書。室町時代年中成立。）』には、「手拭
（テノゴヒ）」というように、音韻の変化がみられ
た７）。また、手ぬぐいはその用途によって呼び名が変
わった。『下學集下絹布』には、「汗拭（アセノゴヒ）」。
『類聚名物考 調度十（類書。江戸中期年中成立）』に
は、必ず顔を拭くのだからという理由で、「顔拭（カ
ホノゴヒ）」。『延喜式二十一 玄蕃（律令の執行細則。
平安初期年中成立）』には、剃髪を受ける布として、
「剃髪巾（テイハツキン）」等とも言われていた８）。
「手ぬぐい」の初源については、大澤美樹子『手拭
いづくし』、京都文化研究所むす美、株式会社ケイス
『ふろしきと手ぬぐいの本 包んで、飾って、まとう
布』によると、古墳時代の埴輪に鉢巻をしたものが発
掘されていることから、すでに古墳時代には存在して
いたとする見解もある。奈良時代の手ぬぐいには絹や
麻が使用されていた。貴重な材料のため、神事に用い
られることが多かったという９）。
平安時代は『日本霊異記 下（平安初期の仏教説話
集）』によれば、「往來之人、見
二
哀之
一
者、錢米穀物
施
二
置巾上、○中略 巾 太乃己比」とあり、往来す
る人が哀れむ者の巾（巾とは太乃己比とあるので、手
ぬぐいのことである。）の上にお金やお米、穀物を置
いたという。手ぬぐいという細長い形態の布が一般庶
民に広く使われていたことが分かる１０）。さらに、大澤
美樹子『手拭いづくし』によると、拭く・覆う・包む
という使われ方が明確化したのはこの頃らしい。鎌倉
時代には手ぬぐいが兜の下の汗よけとして武士を中心
に広まった１１）。
江戸時代中期頃になると、日本で木綿が普及し始
め１２）、手ぬぐいにも木綿が使われた。『守貞漫稿 十
五 男服（随筆。嘉永６頃年中成立）』には、「夏ハ汗
手拭ト號ケテ、從來晒麻布ヲ用フ、〈中略〉蓋夏月モ
木綿手巾ヲ專用スレドモ、男女トモニ禮晴服ニテ、他
ニ往ク等ニハ、麻布巾ヲ用ヒ、又略褻ニモ、人品ニヨ
リテ麻布ヲ用フ、雜人ハ夏モ麻布ヲ用ヒズ、」とあり、
木綿の手ぬぐいは礼服の時に用い、平服の時には麻の
手ぬぐいを用いたとある。このことからも木綿が貴重
で高価なものであったことが分かる。また、麻の手ぬ
ぐいですら使えない人がいたことも書かれている１３）。
綿が日本に入って来るまでの間、私たちの先祖が最初
に布として用いた材料は樹皮や草皮であったことか
ら１４）、麻より使い心地の悪い樹皮や草皮の手ぬぐいも
あったと考えられる。『守貞漫稿 十五 男服』には手
ぬぐいの染色についても書いており、「右ノ如ク從來
ハ晒麻布ノミ用ヒシガ、江戸ニテハ、天保以來、生太
布ヲ長一尺餘ニ裁テ、一隅ニ藍絞リヲ染テ用
レ
之、京
坂モ弘化末ヨリ専ラ用フ、蓋三都トモニ晒布全ク廢セ
ズ、今モ稀ニハ用
レ
之、晒布ハ全白ニテ絞リ染無
レ
之
也」とある。木綿が普及するまでの手ぬぐいの材料は
麻が主流であり、江戸では天保以降に一部に藍の絞り
染めを施したもの使用している。京都・大阪も弘化末
から藍の絞り染めの木綿の手ぬぐいを使用している。
しかし、江戸・京都・大阪の三都ともに麻の手ぬぐい
が全くなくなることはなく、たまに使われ、麻の手ぬ
ぐいは絞り染めのない真っ白であったとある１５）。麻に
比べ、木綿は吸水性・保温性に勝るものである。江戸
時代に吸水性に優れた木綿の手ぬぐいの普及と銭湯の
普及は密接な関係があると考えられる。大澤美樹子
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『手拭いづくし』によると、江戸時代には都市部に銭
湯が普及し、手ぬぐいの使用頻度が増したとある。さ
らに色柄を楽しむ（同時に人の目を意識することも多
かったろう）人々が出てきたこと、染色技術の向上（型
染法の導入他）、さらに、役者や商人等が、宣伝や名
刺代わりに手ぬぐいを使い出すことから、手ぬぐいは
大きな発展をした。手ぬぐいのデザインについては、
「手拭合（テヌグイアワセ）」という手拭いのデザイ
ンを競い合う会が催しされ、手ぬぐいの柄を考案する
ことを遊びとし、文様も数多く作られ、デザイン向上
に大きな役割を果たした１６）。平安時代に確立されたと
する手ぬぐいの利用法（拭く・覆う・包む）は江戸時
代にさらに発展を遂げる。『守貞漫稿 十五 男服』に
は、手拭頬冠り（ホウカブリ）、手拭大臣冠り（江戸
では吉原冠りという）、手拭米屋冠り、手拭喧嘩冠り
などの手ぬぐいのかぶり方を詳しく紹介されてい
る１７）。このことから、手ぬぐいは実用的な使用方法の
みでなく、ファッションの一部も担っており、現代の
帽子と同じような役割を果たし、性別を問わず、お
しゃれを楽しむアイテムのひとつであったことが分か
る。
明治・大正・昭和には染色技術が向上（化学染料の
導入他）し、また画家や染色家がデザインしたことで、
韓国や中国にも広がったとされる。第二次世界大戦後
は欧米の影響で、平織の手ぬぐいよりはるかに吸水性
に優れたパイル織のタオルが普及した。
それでも、昭和４０年代まで、手ぬぐいは日本人の生
活に密接な関係があり、手ぬぐいを頭にかぶり後ろで
結ぶというように、そのままの形で使用する「姐さん
冠り（図１１）」や、手ぬぐいを縫い合わせ褞袍（ドテ
ラ）の汚れを防ぐカバー（図１２）として使用されてい
た。手ぬぐいは押さえじつけで留められているだけな
ので、汚れれば簡単に交換することができる。現代の
ように簡単に布団地をクリーニングすることができな
い時代の知恵である。このような手ぬぐいの利用の背
景には、現代のタオルと同じく手ぬぐいが名刺代わり
に使われており、各家庭に多くあったことが考えられ
る。今では手ぬぐいを都会の生活の中で見ることは、
なかなかできない。農作業時につばめ帽子の下に着用
し、汗よけ、ホコリよけとして使用している姿（図
１３）、同じく剣道の防具（剣道具）の下に着用する汗
よけ、祭や選挙の際に配られる場合等を見るくらいで
はないだろうか。また、現在販売されている手ぬぐい
は観賞用であり、手ぬぐい本来の利用法（拭く・覆
う・包む）は忘れ去られていると感じる。褞袍の手ぬ
ぐいのように、生活の中に生かされていない。手ぬぐ
いを「布」として生かすことはできないだろうか。
図１１ 姐さん冠り（昭和４０年代）
図１２ 手ぬぐいのカバーのついた褞袍
図１３ 現代の農作業時の手ぬぐいの使われ方
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６．「おまけ」の「てぬぐい（布）」を生かす
「京都 福寿園 伊右衛門」の「おまけ」の「てぬ
ぐい」は、過去に２回、違うデザインで作られている。
１回目のデザインは、「伊右衛門」の寛政二年創業
（１７９０年）創業という福寿園の歴史あるイメージを強
く出した店構えのデザイン（図１４）や５００ml PET ボ
トル、竹等をデザインに用い、色は深緑と白の２色使
いだった。２回目のデザインは松竹梅を使用してお
り、色も青・黄緑・桃色と白を使用し、日本文化をイ
メージさせるデザインになっている（図１５）。
今回使用する「てぬぐい」は２００７年４月に「おまけ」
とされたもので、デザインは宣伝に起用された俳優・
女優を連想させるデザインとお茶にまつわるデザイン
は合計６種類（図１６）であった。
「てぬぐい」となっているが、もともとは布幅１５０cm
位の布に印刷し、裁断し、切り端をミシンで縫って始
末をしてあるものである。でき上がり寸法は、約
２６cm×７３cm である（表１）。
素材名 新モス
材質 綿１００％
組織 平織
密度（本／ ）
たて ２８
よこ ２８
厚さ（） ０．１８
目付（g／） ９１．９
糸の太さ（N）
たて ２９．５５
よこ ２９．５５
剛軟度（）
たて ３８．２
よこ ３５．２
測定機器（本学アートファブリック研究室による）
密度……分解鏡
厚さ……マイクロメーター
目付……微量電子天秤
糸の太さ……微量電子天秤
剛軟度……４５°カンチレバー
表１ 布について
図１４ てぬぐいシリーズ① 図１５ てぬぐいシリーズ②
図１６ てぬぐいシリーズ③
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６－１．座布団型お手玉
「てぬぐい」を用いて、座布団型お手玉（１個作る
のに０．５本必要）を制作した（図１７）。お手玉の中に入
れる数珠玉（図１９）の先は尖っているため、布が傷み
やすいと考え、布を二重にし「刺し子」を施し、布の
色と異なる糸の色を使うことで「刺し子」を目立たせ
たり、布の色と同色の色を使うことで「隠れ刺し」の
効果を持たせた。
６－２．壁飾り
「ぶんぶくちゃがま」の昔話をモチーフに壁掛けを
制作した（図２０）。狸の尾の部分には、「てぬぐい」を
７mm に裂いたもの、毛糸、ステッチ糸を用い、「裂
折（図２１）」を行なった。狸の毛のごわごわ感とふわ
ふわ感が同居する雰囲気を表現した。蓋は「てぬぐい」
の柄をそのまま使用した。
図１７ 座布団型お手玉
図２０ 「ぶんぶくちゃがま」の壁掛け
図１８
数珠玉の花
図１９ 数珠玉 図２１ 裂織（狸の尾の部分に使用）
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図２２ 「てぬぐい」で制作した「布ぞうり」
図２３ 「布ぞうり」の材料
図２４ 座布団カバー＆コースター
図２５ 縫い代の始末（ロックミシン）
６－３．布ぞうり
「てぬぐい」２２本を使って「布ぞうり」を制作した
（図２２）。「てぬぐい」を裂き、手で寄っていき（図２３）、
わらじの形になるように編んでいった１８）。
「布ぞうり」は衣服をリサイクルする視点から、近
年、大変注目されている。着られなくなった服を捨て
るのはもったいないが、リメイク、リフォームができ
るだけの洋裁の技術がない場合、手間はかかるが比較
的簡単な技術でできる「布ぞうり」はゴミを減らす一
つの方法にもなりえる。何より楽しみながら衣料ゴミ
問題を考えるきっかけとなるだろう。「布ぞうり」に
関する出版物は多い。大型書店やインターネットで調
べたところ、２００７年夏現在で１０冊程度が認められた。
中には本と一緒に作品のキットが販売されているもの
もあった。
６－４．座布団カバー＆コースター
「てぬぐい」から座布団カバーを制作しようと考え
た。①大胆な柄をそのまま使ったもの（図２４奥）と②
柄を分からないようするために寄せ縫いしたもの（図
２４手前）という２種類のデザインを考えた。なぜなら、
「おまけ」の「てぬぐい」で作った座布団に好意を示
さない人もいると考えたからだ。①の座布団カバーに
は「てぬぐい」を４本使用し、②の座布団カバーは「て
ぬぐい」を６本使用した。カバーは容易に洗濯ができ
るように、縫い代の全てをロックミシンで始末をし、
布の解れを防いだ（図２５）。
座布団を制作した時に残った布で、寄せ縫いした座
布団とお揃いのコースターを制作した（図２４右上）。
もともと寄せ縫いは、余り布を用いるので布のサイ
ズはまちまちである。「寄せ縫い」は布が高価で入手
困難だったために行なわれただけではなく、幸せな生
涯を送った人の余徳に預かりたいという願いも込めら
れ、そのような人が生前身に着けていたものをもらう
習慣からできたものも多かったという１９）。
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６－５．洋服
「てぬぐい」を用いて、６－４．座布団カバー同様
に、「てぬぐい」の柄が分からないようにギャザーを
寄せたスカートと「てぬぐい」の柄を生かしたワンピー
スドレスの２種類の洋服を制作した。
「てぬぐい」１２本を用いて、スカートを制作した（図
２６）。「てぬぐい」の柄が分からなくするためにギャ
ザーを入れたデザインにすることを決定した。ヨーク
部分に「てぬぐい」を使用すると柄が分かってしまう
ので、ヨーク部分には新モスを用いた。新モスはギャ
ザー布を縫い付けるスカートの土台布としても使用し
た。
「てぬぐい」６本を使用して、ワンピースドレスを
制作した。柄が大胆だったので、柄を壊さず、生かす
デザインにすることに心がけて制作した（図２７）。ま
ず、「てぬぐい」の左側の余白部分をハサミで切り取
り、縫い代を裏側に折り返しアイロンで押さえる。６
枚の「てぬぐい」をバストとヒップサイズを考慮しピ
ン打ちし、ボディーに着せ、ウエスト部分のダーツ分
量はドレーピングでつり合いを見ながら形を出した。
見返しには接着芯を貼った新モスを用いた。あきはス
ナップボタンにし、裾は三つ折にし、普通まつりで仕
上げた。
図２６ 「てぬぐい」で制作したスカート 図２７ 「てぬぐい」で制作したワンピースドレス
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７．さいごに
PET ボトル飲料の「おまけ」の「てぬぐい」を通
し、布のリサイクル方法について考えてきた。近年、
「MOTTAINAI」運動や３R 政策（リデュース・リユー
ス・リサイクル）と呼ばれる環境保全運動が盛んであ
る。
時代をさかのぼること７０年前、資源保護・物資節約
の考え、「もったいない」の発想を本学創立者の杉野
芳子らは服飾教育においてすでに導入、実践してい
た。
杉野芳子は、戦争の気運を察知、繊維不足を予見
し、第二次世界大戦が始まる前から「更生服」を D・
M・J 会誌（ドレスメーカー女学院発行）や展示会（図
２８）などで発表していた２０）。更生服とは、着古しや流
行遅れになった和服などの廃物を、生地や柄に合わせ
てデザインし直し、新しい服として生まれ変わらせた
服のことである。つまり、古着のリサイクルが提案さ
れていたのである。更生服の材料は和服が多く利用さ
れた（図２９）が、学校の制服や、モーニング用パンツ、
風呂敷なども更生服の材料として利用された。また、
残布・端布を利用した帽子・バッグ・ランドセル・お
買い物袋・サンダル・靴などのデザイン・縫製につい
ても提案がなされていた。戦争という時代背景の中、
思うような材料を手に入れることが出来ない限られた
範囲内で、苦心をしながらデザインを考えることを楽
しむ心の豊かさに驚かされる。
繊維が貴重品であった頃、衣料は衣料としての役目
が一度終わるともう一度布になり、再び衣料になっ
た。それが繰り返されることにより布が簡単にゴミと
なることはなかった。それに比べ、現代の衣料は数年
で、短ければ数ヶ月で簡単にゴミになってしまう。ま
だ使える服を着なくなるにはそれなりの理由がある。
流行遅れ、好みの変化、体型の変化等々。捨てるのは
簡単だけれども、なんとか捨てない努力をする必要が
あることは言うまでもない。
今年新刊された不動産会社のフリーペーパーの特集
に、思い出の服を捨てずに雑巾としてリメイクし、思
い出を楽しみながら家に愛着をもって掃除をしようと
いうものがあった２１）。先の布ぞうりの発想も同じであ
る。いらなくなった服をもう一度布として生かすのは
着ていた人の考え方次第であろう。
「もったいない」から「MOTTAINAI」へ。今や
国際語として定着しつつあるというが、その母国であ
る日本で今、この思想をどのように実践するか、衣
料、服飾教育の分野でも今まで以上に検討する必要が
ある。
図２８ 更正服展示会（D・M・J会誌No．１１ １９３９より） 図２９ 和服からの更正服（D・M・J会誌No．１７ １９４２より）
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１１．写真・図の出典
図１ 高橋鐸子「手拭二本で出来る子供服－幼児の涼
しい家庭着の作り方－」『家の光』産業組合中
央会（１９２６）pp．４２―４４．より転載
図２ 筆者撮影
図７～９ 筆者撮影
図１０ 筆者制作・撮影
図１１ 鈴木友子氏提供
図１２ 龍ヶ崎市歴史民俗資料館所蔵品・筆者撮影
図１３～１６ 筆者撮影
図１７ 筆者制作・撮影
図１８～１９ 筆者撮影
図２０～２７ 筆者制作・撮影
図２８ ド レ ス メ ー カ ー 女 学 院『D・M・J 会 誌
No．１１』（１９３９）p．１０．より転載
図２９ ド レ ス メ ー カ ー 女 学 院『D・M・J 会 誌
No．１７』（１９４２）p．６．より転載
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